
研
修
の
ね
ら
い

初
任
行
政
研
修
は
、
本
府
省
に
お
い
て
主
に
政

策
の
企
画
立
案
に
従
事
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
、
総
合
職
試
験
等
に
よ
る
新
規
採
用
職
員
を
対

象
と
し
た
も
の
で
、
国
家
公
務
員
と
し
て
の
基
本

的
な
心
構
え
、
基
礎
的
素
養
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

こ
と
等
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

七
〇
七
人
（
う
ち
女
性
二
五
八
人
）
を
対
象
に
実

施
し
ま
し
た
。

三
年
ぶ
り
の
現
場
訪
問
を
含
め
た
対
面
で
の
実
施

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
令
和
二
年
度
は
入
間
で
の
一
週
間
の
合
宿

研
修
の
み
を
行
い
、
令
和
三
年
度
は
八
日
間
の
全

期
間
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
一
コ
ー
ス
当
た
り
の
人
数
を
講
義
室
等
で

令
和
四
年
度
初
任
行
政
研
修
の
実
施
概
要

人
事
行
政
報
告

　
公
務
員
研
修
所
で
は
、令
和
四
年
五
月
一
六
日
か
ら
七
月
一
五
日
ま
で
の
間
、八
コ
ー
ス
に
分
け
て
、総
合
職
試
験
等
で
各
府
省
に

新
た
に
採
用
さ
れ
た
職
員
七
〇
七
人
を
対
象
と
し
た
初
任
行
政
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。本
稿
で
は
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

公
務
員
研
修
所

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
て
る
人
数
（
約

九
〇
名
）
と
し
、
講
義
室
等
の
換
気
・
消
毒
等
の

対
策
を
行
っ
た
上
で
、
西
ケ
原
研
修
合
同
庁
舎
で

の
通
勤
に
よ
る
対
面
研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
福

島
県
浜
通
り
地
域
の
被
災
地
訪
問
を
内
容
と
す
る

現
場
学
習
を
三
年
振
り
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
①
福
島
県
の
実
情
を
学
ぶ
事
前
の
オ
ン

ラ
イ
ン
研
修
（
一
週
目
に
二
時
間
）、
②
五
日
間

の
対
面
研
修
（
二
週
目
）、
③
五
日
間
の
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
（
三
週
目
）
で
各
コ
ー
ス
の
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
に
つ
い
て
は
、

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
ラ
イ
ブ
配
信
を

西
ケ
原
研
修
合
同
庁
舎
か
ら
行
い
、
勤
務
先
や
自

宅
の
講
師
と
研
修
員
を
繋
い
で
、
講
義
、
質
疑
応

答
、
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
用
い
た
班

別
討
議
を
行
う
な
ど
、
研
修
員
が
主
体
的
に
参
加

で
き
る
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

【
二
週
目
、
三
週
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
例
】 

（月） （火） （水） （木） （金）

開講式
オリエンテーション

コミュニ
ケーション

班別討議
②

国際行政の現場

被災地訪問オリエンテー
ション

被災地訪問
研究班自己紹介・チーム
ビルディング

公務員の在り方（事務次
官講義）

行政政策事例研究・基調
講義
班別討議①

公務員倫理を考える 班別討議③
被災地訪問

人権 中間報告 移動・前泊

（月） （火） （水） （木） （金）

オリエンテーション
政策ディベート 班別討議④ 班別討議⑥ 若手公務員の歩みディベート班自己紹介

被災地訪問振り返り

政策ディベート 政策ディベート
市民協働 行政政策事例研究・全体

討議
閉講式
小論文作成・意見調査票
記入班別討議⑤ 研修総括（班別討議）

（
午
前
）

（
午
後
）

第
２
週

（
午
前
）

（
午
後
）

第
３
週
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研
修
内
容

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
度
来
取
り
組
ん

で
き
た
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
十
分
に

生
か
し
つ
つ
、
二
年
ぶ
り
の
対
面
研
修
、
三
年
ぶ

り
の
現
場
学
習
を
行
う
こ
と
で
、
国
民
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
の
使
命
感
の
向
上
、
初
任
行
政
官
と

し
て
の
資
質
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
府

省
を
超
え
た
研
修
員
間
の
相
互
理
解
と
信
頼
関
係

が
よ
り
深
い
形
で
醸
成
さ
れ
る
よ
う
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
設
計
や
課
業
ご
と
に
多
様
な
グ
ル
ー
プ
編

成
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
課
業
外
の
時
間
も
研

修
員
間
で
の
物
理
的
な
密
を
回
避
し
な
が
ら
、
対

面
に
よ
る
懇
親
の
機
会
や
交
流
機
会
が
広
が
る
よ

う
な
工
夫
を
行
い
、
研
修
員
同
士
の
自
主
的
な
交

流
が
行
い
や
す
く
な
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

〇
福
島
事
前
研
修

福
島
県
浜
通
り
地
域
の
被
災
地
で
の
研
修
を
意

義
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
津
波
被
害
・
原
子
力

災
害
の
経
緯
、復
興
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取
組
、

現
在
及
び
将
来
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
、
福
島

県
庁
の
橘
清
司
企
画
調
整
部
長
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
講
義
を
頂
き
ま
し
た
。

○
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

対
面
研
修
の
冒
頭
に
お
い
て
、
二
週
間
に
わ
た

る
行
政
課
題
の
研
究(

後
述)

に
取
り
組
む
班
単
位

で
の
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
と
、
同
じ
コ
ー
ス
に
参
加

す
る
研
修
員
間
の
一
体
感
の
醸
成
を
目
的
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
自
分
の
歴
史
を
話
し
、
ほ
か
の
班
員

は
話
し
手
と
の
共
通
点
を
コ
メ
ン
ト
す
る
「
自
分

史
語
り
ゲ
ー
ム
」
と
、
初
対
面
の
研
修
員
同
士
が

気
軽
に
会
話
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
話
題
を
提
供
す

る
「
投
票
予
想
ゲ
ー
ム
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
行
政
政
策
事
例
研
究
、
政
策
課
題
研
究

東
日
本
大
震
災
、
成
田
空
港
建
設
、
消
費
税
導

入
、
長
良
川
河
口
堰
建
設
、
福
島
復
興
事
例
等
の

こ
れ
ま
で
行
政
が
取
り
組
ん
で
き
た
具
体
的
な
行

政
政
策
事
例
や
、
安
全
保
障
、
外
交
、
社
会
保
障

な
ど
の
府
省
共
通
の
重
要
な
政
策
課
題
を
題
材

に
、
行
政
官
Ｏ
Ｂ
や
現
役
の
幹
部
職
員
、
研
究
者

等
か
ら
の
講
義
を
聴
き
、
具
体
的
な
課
題
研
究
を

対
面
研
修
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
通
じ
て
二
週

間
に
わ
た
っ
て
班
ご
と
に
討
議
を
進
め
な
が
ら
行

い
、
最
後
に
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

を
通
じ
、
行
政
官
と
し
て
取
る
べ
き
行
動
に
つ
い

て
多
角
的
視
点
か
ら
考
察
し
ま
し
た
。

【
研
修
員
の
声
】

・�

所
属
府
省
に
よ
っ
て
考
え
方
や
意
見
発
信
の
仕

方
が
異
な
り
、
様
々
な
知
見
を
交
え
た
対
面
研

修
な
ら
で
は
の
活
発
な
議
論
が
で
き
た
。

・�

研
究
発
表
を
通
じ
て
、
一
つ
の
課
題
に
様
々
な

ア
プ
ロ
ー
チ
や
意
見
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
学

開講の挨拶をする幸公務員研修所長

課題研究に取り組む研修員

課題研究発表資料
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諸
外
国
の
外
交
官
等
の
方
々
か
ら
現
場
に
根
差
し

た
講
義
を
聴
い
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
座

談
会
形
式
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
我
が
国

の
置
か
れ
て
い
る
立
場
、
国
際
協
力
の
在
り
方
等

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
今
後
、
国
際
社
会
に
お

い
て
我
が
国
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
深
く
考
え
ま

し
た
。

【
研
修
員
の
声
】

・�

国
際
的
な
現
場
で
我
が
国
が
果
た
す
役
割
、
安

全
保
障
や
国
際
協
力
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
。

・�

外
交
官
か
ら
見
た
日
本
や
安
全
保
障
の
話
が
興

味
深
か
っ
た
。英
語
を
し
っ
か
り
習
得
し
た
い
。

〇
事
務
次
官
等
、
先
輩
職
員
か
ら
の
講
義

各
府
省
事
務
次
官
に
登
壇
を
頂
き
、
行
政
官
と

し
て
の
心
構
え
、
期
待
さ
れ
る
公
務
員
像
に
つ
い

て
話
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
府
省
の
課
長
補

佐
級
職
員
か
ら
、
実
際
の
政
策
形
成
に
当
た
っ
て

必
要
と
な
る
視
点
や
関
係
者
と
の
調
整
の
在
り

方
、今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
向
け
た
話
を
聞
き
、

公
務
員
と
し
て
働
く
こ
と
に
つ
い
て
の
意
識
を
高

め
ま
し
た
。

【
研
修
員
の
声
】　

・�

頂
い
た
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
職
業
人
生
を
歩
み

た
い
。
人
間
味
あ
る
行
政
官
に
な
り
た
い
。

・
目
指
し
た
い
公
務
員
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
。

〇
市
民
と
の
協
働
、
特
別
講
義

コ
ー
ス
ご
と
に
、
貧
困
、
子
育
て
支
援
、
難
民

等
の
社
会
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

方
々
や
専
門
家
の
話
を
聞
き
、社
会
問
題
の
背
景
、

現
状
、
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

【
研
修
員
の
声
】

・�

社
会
起
業
家
の
熱
い
思
い
に
触
れ
、
大
変
刺
激

を
受
け
た
。
現
場
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
政
策

に
反
映
さ
せ
て
い
く
使
命
と
決
意
を
強
く
し
た
。

〇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
等
の
環
境
変
化
を
踏
ま

え
、
職
場
に
お
い
て
上
司
、
同
僚
等
と
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
効
果
的
な
手

法
に
つ
い
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法

も
取
り
入
れ
て
学
び
ま
し
た
。

ん
だ
。
他
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
の
重
要
性
を

実
感
し
た
。

○
人
権

人
権
問
題
に
直
面
し
た
方
や
課
題
解
決
の
た
め

に
活
動
し
て
い
る
方
か
ら
体
験
に
基
づ
い
た
講
義

を
聴
き
、
我
が
国
が
抱
え
る
人
権
問
題
の
現
状
を

認
識
す
る
と
と
も
に
、
人
権
に
対
す
る
意
識
を
高

め
ま
し
た
。

【
研
修
員
の
声
】

・�

人
権
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
る
方
の
話
を
通
じ

て
、
政
府
と
の
関
わ
り
合
い
や
人
権
を
守
る
重

要
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
公
務
員
倫
理
を
考
え
る

公
務
員
倫
理
に
関
す
る
法
制
的
な
規
制
内
容
の

勉
強
で
は
な
く
、
倫
理
学
の
知
見
を
踏
ま
え
た
班

別
討
議
方
式
に
よ
る
事
例
研
究
な
ど
を
通
じ
、
公

務
員
と
し
て
の
倫
理
的
な
行
動
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
、実
践
へ
の
動
機
付
け
を
図
り
ま
し
た
。

【
研
修
員
の
声
】

・�

事
例
を
通
じ
て
、
正
解
の
な
い
倫
理
的
問
題
に

つ
い
て
の
考
え
方
を
学
ん
だ
。
公
務
員
の
使
命

と
し
て
何
を
す
べ
き
か
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

○
国
際
行
政
の
現
場
・
諸
外
国
か
ら
見
た
日
本

自
衛
官
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
、
国
際
機
関
職
員
、

コミュニケーション科目で
のワークの模様
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〇
政
策
デ
ィ
ベ
ー
ト

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
日
本
に
導
入
す
べ
き
か
」

と
の
論
題
に
つ
い
て
、
肯
定
又
は
否
定
の
立
場
か

ら
立
論
・
反
論
を
行
い
、
審
判
の
立
場
か
ら
双
方

の
立
論
の
論
理
性
・
説
得
力
を
客
観
的
に
判
断
す

る
こ
と
で
論
理
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

高
め
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

〇
現
場
学
習

福
島
県
浜
通
り
地
域
を
訪
問
し
、
視
察
、
関
係

者
と
の
意
見
交
換
等
を
通
じ
て
、
復
興
に
向
け
た

取
組
や
地
域
の
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
理

解
す
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。
現
場
学
習
の
機
会

・
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
環
境
省
、
中
間
貯
蔵
・

環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
の
全
面
的
な
協
力
を
頂

き
、
中
間
貯
蔵
施
設
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
東

日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
、
震
災
遺
構

の
請
戸
小
学
校
を
見
学
し
、
最
後
に
被
災
地
で
の

学
び
を
振
り
返
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し

た
。
現
地
で
は
、
福
島
県
観
光
物
産
交
流
協
会
の

協
力
を
頂
き
、
被
災
地
で
の
復
興
活
動
に
取
り
組

む
方
々
に
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
課
題
に
つ
い
て
お

話
を
頂
き
ま
し
た
。

【
研
修
員
の
声
】

・�

実
際
に
被
災
地
を
見
る
こ
と
で
、
心
が
大
き
く

動
か
さ
れ
た
。
国
の
抱
え
る
問
題
の
大
き
さ
を

実
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
だ
っ
た
。

・�

地
元
で
震
災
を
体
験
さ
れ
た
方
か
ら
説
明
を
お

聞
き
し
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
自
分
事
と
し

て
、
行
政
官
と
し
て
何
が
で
き
る
か
考
え
て
い

き
た
い
。

研
修
を
終
え
て

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
こ
の
研
修
に
つ
い

て
「
大
変
有
意
義
」
又
は
「
お
お
む
ね
有
意
義
」

と
す
る
割
合
が
九
五
％
以
上
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
五
週
間
の
研
修
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
地
方
で
の
研
修
機
会
の

延
長
、合
宿
研
修
を
望
む
声
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
声
も
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
と
も
、
初
任

行
政
研
修
の
目
的
で
あ
る
国
民
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
の
自
覚
、
国
民
全
体
の
視
点
か
ら
施
策
を
行

う
た
め
の
基
礎
的
素
養
・
見
識
を
養
い
、
研
修
員

相
互
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
努
め
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
御
指
導
い
た
だ
い
た

講
師
の
皆
様
と
、
各
府
省
の
研
修
担
当
者
及
び
研

修
員
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

【
研
修
員
の
声
】　

・�

議
論
を
行
う
こ
と
が
ベ
ー
ス
の
研
修
で
、
自
分

の
力
不
足
を
実
感
す
る
一
方
、
仕
事
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
機
会
に
な
っ
た
。

・�

多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、
行
政
官
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
、大
切
に
す
べ
き
こ
と
を
学
ん
だ
。

普
段
の
業
務
で
は
得
難
い
経
験
で
あ
り
、
学
ん

だ
こ
と
を
日
常
業
務
で
生
か
し
て
い
き
た
い
。

・�

省
庁
の
垣
根
を
超
え
て
、
多
く
の
仲
間
と
知
り

合
い
、
熱
い
思
い
や
視
点
の
違
い
を
ぶ
つ
け
合

う
こ
と
で
、
多
く
の
刺
激
と
学
び
を
得
た
。
合

宿
研
修
な
ら
、一
層
親
睦
が
深
ま
っ
た
と
思
う
。

・�

自
分
の
意
見
を
伝
え
る
力
を
鍛
え
る
実
践
練
習

の
場
と
な
っ
た
。

中間貯蔵施設への訪問

被災地での振返りワークショップ
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